
第 4 回「新しい日本の ODA」を語る会 
2006 年 11 月 29 日（水） 18：30～20：00 

 
場所：  政策研究大学院大学 4 階 研究会室 4A 
冒頭発言： 高橋清貴 日本国際ボランティアセンター（JVC） 調査研究・政策提言担当 

    中島正明 ほっとけない世界のまずしさ 政策担当オフィサー 
テーマ：  「ODA マニフェスト―NGO からの提言」 

 
 
出席者 （敬称略・五十音順） 
 
＜マスメディア＞ 

荒木光彌 国際開発ジャーナル社 代表取締役 主幹 
玉懸光枝 国際開発ジャーナル社 編集部 
吉浦寛仁 共同通信社 編集局政治部 記者 

 脇阪紀行 朝日新聞社 論説委員 
＜NGO＞ 

大崎麻子 ほっとけない世界のまずしさ 政策担当コンサルタント 
＜学界＞ 
 後藤一美 法政大学 法学部 教授 
＜官界＞ 

紀谷昌彦 外務省 総合外交政策局国際平和協力室 室長 
塚田玉樹 内閣官房 副長官補付企画調査官 
藤澤可南子 経済産業省 通商金融・経済協力課 
堀内正裕 外務省 国際協力局総合計画課 研究調査員 
前田充浩 経済産業省 大臣官房 企画官 

＜実施機関＞ 
東 堅治郎 日本国際協力システム（JICS） 業務部 統括プロジェクトマネージャー 
辻 一人  国際協力機構（JICA） 国際協力総合研修所 客員専門員 
廿枝幹雄  国際協力銀行（JBIC） 開発業務部企画課 課長 
福井 龍  世界銀行 東京開発ラーニングセンター(TDLC)  マネージャー 

＜GRIPS 事務局＞ 
小嶋雅彦 政策研究大学院大学 教授 
大野 泉  政策研究大学院大学 教授 
鈴木明日香 政策研究大学院大学 リサーチアシスタント 

 
 

コアメンバー 18 名 
オブザーバー 2 名 

計 20 名 


